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文 教 厚 生 建 設 委 員 会  

令和５年９月 19 日（火） 

午前９時 38 分開議 
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　他に　　議長　　　森下　伸吾 
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　　１．議案第５号　橋本市立岡潔数学体験館設置及び管理条例について 

　　２．議案第７号　橋本市立社会体育施設設置及び管理条例等の一部を改正す

る条例について 

　　３．議案第 10 号　市道路線の認定について 

　　４．報告等（橋本市立小中学校適正規模・適正配置基本方針の見直しについ

て） 
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　　　　　上下水道部長　　堤　　　健　　　　　健康福祉部長　　久保　雅裕 
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　　　　　生涯学習課長　　長谷川典史　　　　　会計管理者　　大岡　久子 

　　　　　監査委員事務局長　　櫻井　康雄　　　　　 
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　職務のため出席した者 

　　　　　事務局次長　　笹山　　奨　　　　　議事調査係長　　長谷川裕子 
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（午前９時 38 分　開議） 

○委員長（堀内和久君）ただ今の出席委員

は９人で全員であります。 

　これより文教厚生建設委員会を開会いた

します。 

　本日の審査・協議事項は、９月 14 日の本

会議において本委員会に付託された議案第

５号、第７号、第 10 号のほか、お手元に配

付の各事項について　であります。 

　それでは、これより審査に入ります。 

 

○委員長（堀内和久君）議案第５号　橋本

市立岡潔数学体験館設置及び管理条例につ

いて　を議題といたします。 

　本案について当局より説明を求めます。 

　生涯学習課長 

○生涯学習課長（長谷川典史君）皆さまお

はようございます。それでは、議案第５号

について説明させていただきます。失礼で

すが座って説明させていただきます。 

　議案第５号　橋本市立岡潔数学体験館設

置及び管理条例について　それでは条例の

ほうを説明させていただきます。まず、第

１条は設置についてでございます。世界的

な数学者である岡潔博士の功績を称え、そ

の業績を後世に伝えるとともに、市民に算

数・数学の意義や楽しさを伝えることによ

り、その関心を高め、もって地域文化の振

興と発展に寄与することを目的として、橋

本市立岡潔数学体験館（以下、「体験館」と

いう。）を設置する。第２条は、名称及び位

置についてでございます。続きまして、第

３条は、体験館における事業について述べ

ております。第４条は、職員についてです。

第５条は、開館日について述べております。

第６条は、開館時間について述べておりま

す。第７条は、入館料等について述べてお

ります。第８条は、入館料等の還付につい

て述べております。第９条は、入館料等の

減免について述べております。第 10 条は、

  

１　議案第５号　橋本市立岡潔数学体験館

設置及び管理条例について 

体験館において保管される資料等の貸出に

ついて述べております。第 11 条は、体験館

への資料等の寄贈又は寄託について述べて

おります。第 12 条は、資料等の撮影又は掲

載について述べております。第 13 条は、市

の免責について述べております。第 14 条は、

入館の制限について述べております。第 15

条、こちらは指定管理者による管理につい

て述べております。第 16 条は、その指定管

理者が行う業務について述べております。

第 17 条は、利用料金について述べておりま

す。第 18 条は、原状回復義務について述べ

ております。第 19 条は、損害賠償について

述べております。第 20 条は、委任について

述べております。そして、別表に入館料等

について記載がされております。 

　それでは、続きまして、添付されており

ます文教厚生建設委員会の資料についてご

説明させていただきます。表紙をめくって

いただきまして、橋本市立岡潔数学体験館

設置及び管理条例について　の資料です。 

　まず１つ目に、岡潔数学体験館の概要に

ついて述べております。こちらは施設の名

称及び位置。名称は橋本市岡潔数学体験館。

位置は、橋本市紀見ヶ丘二丁目 20 番１号。

こちらは橋本市立柱本小学校内にございま

す。 

　（２）開館日、利用時間、入館料等の具

体的内容にございます。①開館日。土曜、

日曜、祝日、また小学校の夏季休業中に 10

日間程度、平日に市内小学校からの見学を

受け入れます。12 月 29 日から翌年１月３日

までは休館日とします。②利用時間。午前

９時から午後５時まで。③入館料。一般、

こちらは市外居住者については200円。一般

であっても市内居住者は無料。また、高校

生以下も無料となります。体験館が主催す

る事業について、事業内容により有償の場

合があります。その有償事業につきまして

は、3,000 円を上限とします。また有償事業

に参加する場合、入館料は無料とします。 

　（３）業務内容。①体験館の事業の実施

に関する業務。ア.岡潔博士に係る顕彰事業。
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岡博士にまつわる遺品や著作等を展示・説

明することで、後世に博士の業績を伝える。 

また、思想家である岡博士の思想にも触れ

ることができる場とする。体験館が博士ゆ

かりの地に立地することを活かし、顕彰活

動の拠点としての機能を有するものとしま

す。イ.算数・数学への関心を向上させるた

めの事業。算数・数学を体感できる教材を

設置して子どもを含む来館者が算数・数学

について楽しみながら学べる体験型学習を

実施し、好奇心を刺激し、思考力を養う。

また、算数教室等の講座を実施し、子ども

たちの算数・数学力の向上に努める。②体

験館の利用促進、施設・附属設備の維持管

理・管理運営に関する業務。③その他の管

理運営に必要な業務。 

　次のページは、現在の学校の写真。上か

ら撮った写真がございます。その全体図の

中でですね、体験館がどの場所に位置する

かということを示しております。二つ目の

館内イメージということで、平面図が描か

れております。事務エリアと展示・数学教

材のスペース、そして研修室のスペースと

なっております。 

　続きまして、岡潔数学体験館の事業案に

なります。令和６年度から令和 11 年度まで

の計画がそれぞれ記しております。１番上

が岡潔博士資料・数学教材。これは常設展

示になります。２番目が講演会。これは年

に１、２回程度。令和８年度以降は年２回

以上できればと思っております。３つ目が

算数講座。こちらは月に１回開かれまして、

対象となるのは、小学校低学年。そして数

学講座。こちらは月に１回、同じく月に１

回ですが対象は小学生の高学年と考えてお

ります。４つ目が岡潔箴言教室。これは月

に１回程度開催しまして、対象となるのは

大人の方を考えております。続きまして、

公民館と調整しながら施設のガイドツアー。

これは年に１回程度で対象となるのは大人

の方です。柱本周辺の情緒の道を探索いた

します。学校と調整ということで、出前講

座も開催を考えております。対象となるの

は出前講座を希望する小中学校。続きまし

て、講義内容・募集方法などの検討という

ことで、将来的にはですね、こちらの館、

或いは、ガイドツアーでボランティアがで

きる方、そういった方を養成するための講

座を考えております。またその次は、指導

者、算数・数学の指導者となるような人材

育成の講座。こちらは中学生から大人の方

を対象に考えております。その次は、講座

や教材の紹介などをオンラインで配信して

いく。そして一番最後は、検定などに向か

うような特別コースということで、こちら

は小中学生を対象と考えております。いず

れにしましても、前倒しが可能な事業につ

いては、随時実施してまいります。 

　一番下の四角ですが、岡潔数学体験館運

営案ということで、館職員が館の維持管理

の他、上記事業の運営（企画、連絡調整、

広報、当日運営など）を行う。事業協力依

頼先は、岡潔数学WAVE、東京大学先端科学

技術研究センター及び和歌山大学などの関

係機関・団体を想定しております。 

　説明は以上でございます。 

○委員長（堀内和久君）説明が終わりまし

た。 

　これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）よろしくお願いいた

します。まず、この開館の平日に市内の小

学校からの見学を受け入れるってあるんで

すけども、これなぜ市内に限定をされてる

んでしょうか。岡先生の業績を、せっかく

広めるという中で、近隣の河内長野とか大

阪からも来ていただければいいのかなとは

思うんですけども、そこについては、市内

に限定された理由についてお伺いをいたし

ます。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）こちらの

体験館に来ていただいて講座を受けていた

だく学校なんですけども、体験館自体が市

内の小学校にある建物で、随時ですね、人

が入っていくということは、防犯上のこと

も含めてですね、ちょっとそこは慎重にや
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っていきたいと思いますので、平日、特に

子どもたちがいるような時に人を入れると

いうことは、ある程度ですね、運営が安定

してからになるかなと考えております。 

○委員長（堀内和久君）ゆっくり、ゆっく

り行きましょう。たくさんあろうかと思い

ます。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すいません。慣れず

に申し訳ございません。当面、市内のほう

からと。それは、言い始めると校区の方じ

ゃないと、校区というか、その小学校の方

じゃないとわからないと思うんですけど。

来るのは小学生ですよね、小中学校の。小

学校からの見学を受け入れるっていうので、

対象はおそらく小学生だと思うんですけど

も、その小学生の方の身元がわからないか

ら市内しか入れないんだっていうのは、そ

れ何か危険を感じるものがあるんでしょう

か。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）もちろん

小学生も来ますし、引率の先生も来ていた

だけることになるかと思います。そして、

それが恒常的になると大人がいても、特に

何も普通の形になってしまいますので、中

にはその大人が、関係のない大人が入って

くることも考えられると思いますので、あ

る程度ですね、そこは慎重にやっていきた

いと思っております。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）立ち上がりなので、

別に私としては、別に市内から始めますと

いうのは全然問題ないんですけども、やは

り設置の目的からすると、市内の方に、市

民に伝えるという目的なので、市民にしか

対象じゃないというとこではある意味合っ

てるんかもしれないんですけども。まあま

あ、そこは広げていけるなら広げていただ

ければと思います。 

　二点目というか、次なんですけれども。

この設置のまず第１条の目的なんですけれ

ども。まず、世界的な数学者である岡潔先

生の、博士の功績を称えてっていう形なん

ですけども。ここも私、実は誰に対してっ

てなる時に、市民に対して楽しさを伝える

というふうに設置の意義になってるんです

けども。これはそのまま、この意義どおり

なんでしょうか。世界的な数学者の功績を、

世界の方もしくは日本の方に伝えるのが、

この館の目的じゃなくて、市民に伝えるっ

ていう、そのすごく極めて小っちゃい対象

にしていることに関して、私はすごくもっ

たいないのかなとは思うんですけども。な

ぜここを市民を対象に、この設置の目的を

作られたんでしょうか。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）こちらに

ございます市民というのは、かなり広い意

味の意味合いでの市民とお考えください。

橋本市民だけというわけではありません。

皆さん、どなたでもという意味でございま

す。 

○委員長（堀内和久君）ちょっと待ってく

ださい。 

　暫時休憩いたします。 

 

 

○委員長（堀内和久君）再開いたします。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）で、あるならば、先

ほどの問題に戻ってくるんですけども、な

ぜ市内の小学校になるのかという話になる

んですよ。市民を、橋本に係わる、来てい

ただく方が関係市民ですよという話になる

ならば、市内に限定する必要はなくて、市

外の小中学生で、そういう、来たいという

学校があれば受け入れる。こういうふうに

考えたほうがいいのではないかということ

です。後は、事後検討よろしくお願いいた

します。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　板橋委員。 

 （午前９時 53 分休憩）

 （午前９時 54 分再開）
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○委員（板橋真弓君）おはようございます。

この入館料なんですけど、市外の居住者、

一般に 200 円ということで、200 円の根拠と、

あと、有償事業が3,000円を上限とするって

いうように、ここに記載されてるんですけ

ども。有償事業っていうのは、どういった

事業を想定されているのかを教えてくださ

い。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）入館料の

設定につきまして、まず基本的に橋本市に

は、使用料・手数料等に関する基本方針と

いうものがございます。そちらには、受益

者負担の原則がございます。ただし、体験

館につきましては、子どもだけではなく、

様々な年代の方に向けた教育施設であると

考えております。そのため、市内居住者は

無料とし、また、市外の居住者であったと

しても高校生以下は無料といたしました。

金額については、想定される年間経費、こ

ちらを来館者数で割りまして、その金額の、

ちょっとこちら 10％になるんですけども、

そちらにですね、消費税を掛けた額という

ことで 200 円を設定しております。 

　また、有償事業につきましては、現在、

紀見北地区公民館で実施されております周

辺の地域を回っていただいて、史跡のガイ

ドツアーなんですけども、そちらのガイド

ツアーに係る運営経費というのがございま

して、そちらを参加人数で割った金額、こ

ちらが 1,500 円になっております。こちら、

将来指定管理等もございますので、上限に

関して、収益分を見込んで3,000円とさせて

いただきました。 

○委員長（堀内和久君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）結構お金のことばか

り聞いてすいません。事業案として挙げら

れているボランティア講座とか、指導者人

材育成講座。あとは結局、数学の検定とか

そういうところで、すごく、数学オリンピ

ックなんかにも出るような児童、生徒を育

成していくっていうような目的があると思

うんですけれども、これに関しては、経費

というか、お金というか、そういうものは

取ったりはしないんでしょうか。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）こちらの

事業案にある中で大人が参加する事業につ

きましては、基本、有料にすることを考え

ております。最後にちょっと特別コース。

この数学オリンピックを目指す講座なんで

すけど、それらにつきましては、ちょっと

また今後検討したいと思っております。 

○委員長（堀内和久君）よろしいですか。

ほかにありませんか。 

　辻本委員。 

○委員（辻本　勉君）すいません。いろい

ろ料金のことも聞かせていただいとるんで

すけども。これ、ここの運営の案があって、

館職員が館の維持管理のほか、上記事業の

運営等を行うっていうのは、これ、そした

ら生涯学習課から、所管は生涯学習なるん

でね、これ館の職員というか正職が配置さ

れるんか、会計年度任用職員が配置される

んか、どういう人が何名配置されて、そこ

での賃金があって、年間これぐらいの経費

がかかりますよという、そういう収支の計

算ちゅうのはできとるんかな。 

　それと、本会議であったんやけど、指定

管理の問題が絡んでくるわけでしょ。これ

指定管理料をどういうふうにしていくなっ

て、これ、数学WAVEは協力できないってい

う何かそんな話も出てたみたいやけども。

これ今後、この館運営を職員だけでやって

いけるんかどうかね、この数学という難し

い部分について、岡潔数学WAVEの全面的な

協力なくして、これは運営大変難しいんか

なと僕は思うんですけども。その辺含めて

ね、どういうこの運営の計画あるんかって

いうかな、予算的な措置も含めてね。 

　そやから、それと関連するんやけど、料

金についてもね、僕はこの岡潔の数学自体

が、ずっと橋本市内の小学校とか子どもに

は浸透してきてるわな。割と力入れてくれ

て、『岡潔博士ってだぁーれ？』っていうよ

うな、そんな冊子まで作ってね、進めてき

とんのに、これをもっと広めていかなあか
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んっていうことで、この資料館っていうか

な、体験館もできていくんちゃうんかな。

そしたら、どんどんどんどん橋本へ来ても

らわなあかんのにね、来てくれる人から金

を取って、地元の人はタダやっていうのも、

ちょっと解せんかなと。橋本市にどんどん

来てもらおうよと。それやったらもうタダ

でええんちゃうんかいと。何で市内と市外

と金額的に差つけるんなっていう話も出て

きとるんよな。これ、ほかの施設、体育施

設もあって、かつらぎとかね、協定してる

とこあるわな。そういうところはどうなる

んかなっちゅう懸念もしとるし、言えば、

この伊都郡内の方にどんどん来てもらわな

いかんのに金を取るなよと。もちろん小中

学生は要らんけども、大人も取らんでええ

やないかと。それぐらい、その運営努力を

ね、ちゅうか経費もそれは仕方ないんちゃ

うん一定。岡潔をどんどん世界的に広めて

いくという、この趣旨からいくとやね、ち

ょっとぐらいの予算は使ってでもよ、ここ

は同いやるんやったら、そのぐらいせんと

何のためにこの体験館をつくったんなって

話になると思うんやけどね。収支の計算っ

ていうのも、やっぱりきちっと出しといて

もらわんと、後々ランニングコストどんか

いかかるかわからんってなもんでは、話し

にもならんし。 

○委員長（堀内和久君）答弁願います。 

　生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）まず、職

員の配置でございますが、現在のところ職

員を２名配置を考えております。ただ、そ

の２名のうち正規職員が何名でありますと

か、会計年度さんが何名であるとか、そう

いう関係につきましては、橋本市の職員の

全体の配分から考えていくことになると思

います。 

　指定管理につきましては、数学WAVEとい

う、先ほど名前が出てきましたけども、ち

ょっとそちらのほうに打診はしておるんで

すが、現時点でですね、指定管理を受ける

ことは、ちょっと難しいということを聞か

されております。 

　あと、市外の方もタダで使えたほうがい

いのではないかという案なんですが、もち

ろんこの館、先ほどちょっと質問ありまし

たけども、運営をしていくのに、やはり収

入と収支というのは、必要になってくるか

と思います。その中で、収入というのも、

やはり考えていかなければならないのかと

思いまして、このような料金設定とさせて

いただいております。 

　収支計算につきましては、一定の条件で、

先ほど申しましたように、来館者数の想定

でありますとか、年間の経費でありますと

か、そういったものを前提に考えておりま

す。 

　あと、すいません。かつらぎ町、協定に

つきましては、今回議案も出てきますが、

今回、今の時点でかつらぎ町の方が市内料

金で参加することは設定されておりません。 

○委員長（堀内和久君）すいません。料金

の、辻本委員の収支ですね、収支の部分に

関しては、計算していくというような話や

と思うんですけど。基本的に答弁にあった

ように、例えば体験館するの、数学の何か

いろいろ展示であったり、人来てくれるの

が、大体年間来場者何人に対して入場料な

んぼの、これぐらいで、こうやっちゅう収

支をちゃんと答えてあげていただけますで

しょうか。ないのであれば、ないと答えて

いただけますでしょうか。 

　生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）年間の来

館者数は2,700人。これは、すいません。こ

れは事業が軌道に乗った中での数字ですけ

ども、2,700 人を想定しております。 

○委員長（堀内和久君）いいですか。計算

の答えになってないと思うんやけど。 

　委員長より申し上げます。答弁にちょっ

となってないと思うんで、大体軌道に乗れ

ばは致し方ないと思うんですけども、2,700

人を分母に、どういう収支で人件費を配置

するに至っとるかっていうのが、具体的に

見えないんですね。だから別に、私の所感

ですけど、黒字にならんと人置けれへんと

か、そういうことを言っとるんではなくて、
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数学WAVEとか委託先は別として、職員を２

人程度、正職であろうが、会計年度であろ

うが、配置するにあたって収入のバランス

ですね、大体これぐらいの収支あるから２

人ぐらいいこうと思っとるんだと。ザック

リでええんで、そういうお答え方っちゅう

のはできないもんなんですか。できれば計

算式。この人数に対して、この入場料で、

こない割っとる。こない計算したら妥当で

あるとか、そういうふうな言い方はできな

いんでしょうか。 

　生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）現在、年

間経費としましては、光熱水費と、あと人

件費を含めまして、493 万円で計算しており

ます。ただ、こちらの人件費につきまして

は、会計年度さんで計算しておりますので、

まだ今後ですね、職員の配置によって、こ

れは変わってくると思います。それを、年

間の利用者数で、2,700 人で割ったところ、

1,825円となります。その1,825円の 10％を

収益としていただきたいと思っております

ので、それに182円という数字が出てまいり

ます。 

○委員長（堀内和久君）よろしいですか。 

　辻本委員。 

○委員（辻本　勉君）そういうね、年間の

基礎的な経費っていうのをね、やっぱり出

しておいて欲しいんよな。そうでないと

我々議論でけへんっていうか、体験館でき

て年間これぐらいいるんやでという話じゃ

ないとね、そうでしょ。そしたら料金取る

とこあったら取ったらええしやで、ちょっ

とでも賄いね、経費を削減していくんやっ

たら、取ってもしゃあないなという話にな

るかもわからんけども。基礎的な経費がな

んぼかわからんのにね、あそこを体験館、

こういうことでやりますよ、やりますよっ

て言われたところで、議論のしようがない

んで、そやからね、指定管理、数学WAVEに

話をしてるんであればね、してるんでしょ

一旦は。指定管理をなんぼ払うつもりで話

ししとんなっていうこともあるわけよ。そ

うでしょ。そういうところがわかってなか

ったらなかなかな、議論しにくいっていう

な。 

○委員長（堀内和久君）答弁はいいですか。 

　ご答弁願えますか。 

　生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）確かに年

間経費というのが、なかなかその人件費の

ところでは、見積もりが出しにくいところ

はあるんですが、指定管理につきまして、

例えば数学WAVEさんに、これぐらいの金額

でという打診をする前に、もう数学WAVEさ

んのほうからですね、ちょっと指定管理受

けるのは難しいという話がありましたので、

打診はしておりません。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）この岡潔数学体験

館につきましては、もう長年にわたってい

ろいろな議論を重ねてきて、やっとという

か、この開館にこぎつけたのかなと思って

いたのですが、何と指定管理が、体験館を

建設して欲しいと声をあげていただいてい

た団体である数学WAVEさん、その本体自体

がですね、指定管理を受けられないってい

うことを本会議場でお聞きいたしまして、

私としては、何か大変ショックを受けまし

た。じゃあどうするの、どこが運営してい

くのっていうショックを受けました。当面

は職員がっていうことでございますが、こ

の事業案を見てみましても、やっぱり専門

的な技能というか知識を持った方々の集団

でないと、このここに書かれております

様々な事業は成り立っていかないと思いま

す。数学WAVEさんは指定管理できないけれ

ども、だから職員が担うんやっていうので

はなくて、もう全く白紙に戻してですね、

いろんな団体というか、いろんなところに

指定管理を受けてくれませんかというよう

な、そういう公募をかけるっていうような

お考えはないんですか。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）現時点で、

こちらの指定管理の内容についてですね、
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まず一旦、業務内容について直営でやって

みて、どういった事業がどういう形ででき

るのかというようなことを、まずは、こち

らのほうで把握したいと思っております。 

　その後、指定管理の内容をこうしていく

っていうふうな形を作っていきたいと思っ

ておりますので、今の時点ですぐに指定管

理を募集するということは予定しておりま

せん。また数学WAVEさんに対しましては、

そういう指定管理はしませんけども、講座

でありますとか、算数教室でありますとか、

そういったところでですね、大きく協力い

ただけると考えております。 

○委員長（堀内和久君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）そしたら、館長と、

それから常時開ける職員は、教育委員会の

ほうから出して、あと運営、運営というか

その事業については、その数学WAVEさんは

協力していただくっていうそういう感じで

受けとめればいいんですか。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）委員おっ

しゃるとおりです。また事業につきまして

も、数学WAVEさん以外にもですね、先ほど

申しましたけども、東京大学の先端科学技

術研究センターでありますとか、和歌山大

学などにですね、協力いただいて講座であ

りますとか、講演でありますとか、そうい

ったことを開催することを考えております。 

○委員長（堀内和久君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）そしたらですね、

その運営については、そんな感じでわかる

んですけど、体験館を見に来た人がですね、

全くあまり知識がない館長さんと職員さん

がいらっしゃっても、説明も何もできない

んで、その辺のところの人選っていうのは、

何か当てがあるというか、そういう方が来

ていただくような構想っていうのはお持ち

なんですか。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）まずは数

学WAVEさんに協力をいただいて、まず開館

して直後につきましてはですね、できるだ

け、こちらの方にですね、どなたかお越し

いただきたいということを、今、相談して

おります。 

　配置する職員につきましては、もちろん

数学に関する或いは岡潔博士に関する知識

でありますとか、或いはその実践でありま

すとか、そういった方になっていただきた

いとは考えておりますが、具体的にこの方

というのは現時点ではございません。 

○委員長（堀内和久君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）すいません。細か

いことをいっぱい聞きたいんですけど。や

はりこれ、せっかく岡潔先生の体験館がで

きて、研修スペースとか、数学教材スペー

スとか、結構予算もかけて、数学を好きに

なるための仕組みをいろいろこの中で作っ

ていただけるものというふうに感じておる

わけですが。平日にですね、市内の小学校

からのまず見学を受け入れられるっていう

ことですが、これはこの教室の中自体、大

体何名ぐらい入場できるんですかね。例え

ば、Ａ小学校やったら、五年生の二クラス

が全員入って、そこで授業的なことができ

るのかどうか、そういうことも考えて、こ

のスペースをつくってらっしゃるのでしょ

うか。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）現在、先

ほど図面で説明させていただきましたが、

研修室スペースというのを用意しておりま

す。こちらは今、学校にある普通教室一つ

分の広さになっておりますので、本当に実

際、二クラス分の児童がこの中に入るとい

うことは、ちょっと窮屈かもしれません。

その場合に、グループ二つに分けていただ

いて、一つのグループはこちらの研修室で

講座を受講して、もう一つのグループにつ

きましては、隣の展示スペースに行かれる

とか、或いはガイドツアーのような形で、

周辺の岡潔にまつわる場所を行っていただ

くとか、そういったことを考えております。 

○委員長（堀内和久君）土井委員。 

○委員（土井裕美子君）何回もいいですか。

すいません。平日に小学生、市内の小学校

からの見学を受入れる。大変いいことやと



9 

思います。せっかくこの体験館を造るので

すから、橋本市内の子どもたちの数学の、

数学だけでなく岡潔先生は、哲学とか教育

論とか、そういうすべてのことをにおいて

素晴らしい方でございますので、箴言教室

もやってくれるっていうことですし、子ど

もたちの学力がこの体験館を造ることによ

って向上するっていうのは、大変素晴らし

いことやと思いますので、どんどんやって

いただきたいんですが、ここって柱本小学

校の中にあるので、各小学校から柱本小学

校までの移動が要りますよね。歩いては行

くことはできません。そのような予算を教

育委員会は、これからあげてきていただけ

るのでしょうか。小学生が、例えばマイク

ロバスとか、そういうバスを使って移動す

るような予算をあげるのかどうか、歩いて

行け、電車で行けって、なかなかその辺も

厳しいと思いますし。だから市をあげてで

すね、この体験館を造って、子どもたちの

教育に、数学という一本の筋を通して、そ

こに向けて予算をしっかりとつぎ込んでい

くっていうのは、よくわかるんですけれど

も。体験館造って終わりにはならないよう

にして欲しいんですよ。せっかくこんなけ

いい教材も、それから、場所も提供してい

ただいて造ってるんですから、その辺を教

育委員会が生涯学習だけでなくて、学校教

育課も、どのように考えてるんか、ちょっ

と教育長のお考えをお聞かせいただきたい

んですけど。 

○委員長（堀内和久君）教育長。 

○教育長（今田　実君）ご質問ありがとう

ございます。私自身は、数学の学びの場、

また岡先生の考え方について学ぶ場、そう

いう場所、拠点になるところができるとい

うのはすごく大切なことだとまず思ってお

ります。議場でも何度か答弁したこともあ

るかなと思うんですが、あそこの柱本とい

う場所に造ることの意義っていうのも、そ

この教室の中だけで勉強するんではなくっ

て、地域に出て岡先生が感じたこと、そこ

でいろんな発見をしながら数学や科学につ

いて学んでいくっていうような、そういう

広がりも持った場所でありたいなと、そん

なふうに思っております。そういうような

場所ですから、子どもたちが来てもらって、

勉強してもらうっていうのは、すごく大事

なことだと思っております。 

　今、マイクロバスで送迎をっていう話あ

ったんですけれども。そこのところについ

ては、今のところ、マイクロバスをチャー

ターして来てもらうような予算付けってい

うところまでは考えていないんですけれど

も。今、資料館なんかにも校外学習を兼ね

て、子どもたちは見学に行ったりしてくれ

ています。同様に、公共機関を使って来れ

る条件があると思っていますので、基本的

にはそういう形で進めていけたらなと、そ

んなふうに思っておるところです。 

　しかし、議員言われるように、子どもた

ちの力を付けていくっていうことについて

は、しっかり取り組んでいきたい。そんな

ふうに考えております。 

○委員長（堀内和久君）学校教育の観点は

よろしいんですか。いいんですか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）出前講座もやって

いただけるということでね、来れなくても

出前講座をしっかりやっていただいたら良

いんですけれども、やはり、学校教育課と

してね、橋本市に世界的な偉大な岡潔博士

を輩出した橋本市っていうことで、やっぱ

り数学教育にね、しっかり力を注いでいく

んやっていうね、お考えがあるんですかっ

ていうことですわ。だから、これも建てて、

学校教育の数学の中に力を入れていくんや

っていうことをしっかり言うていただきた

いんですよ。 

　「おもしろ算数教室」とかね、さまざま

なことやってらっしゃるのはよくわかるん

ですけれども。そこに行こうと思ったら、

保護者が送って行く、行ける子しか、その

教室には受けられないんですよ。でも、ど

うしても保護者が送っていけない子どもた

ちもいるんです。参加したくても。そした

らその時に、やっぱり学校、橋本市の教育

委員会としての学校教育の中に出前講座と
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かで、そういう数学っていう一本筋を通す

んやっていう理念があれば、橋本市といっ

たら数学教育に力を入れてるんやなってい

う筋が通るじゃないですか。それの基盤と

して、これを造るんやっていうたら、すご

い話はよくわかると思うんですけれども。

その辺のお考えがあるんかどうかっていう

のを、ちょっと言うて欲しいんですよ。 

○委員長（堀内和久君）教育長。 

○教育長（今田　実君）もちろん算数・数

学っていうのを中心にやっていくっていう

のは、先ほどの体験館の事業内容にも示し

ているように、そこは進めていきます。そ

れで、ここへ来れないっていう場合もあり

ますので、先ほど委員も言っていただいた

ように、こちらからプッシュ型でできる条

件もそれは整えていきたい。 

　私自身は、ここを算数・数学っていうこ

となんですけれども、それだけにとどまら

ず、やっぱり子どもたちの知的好奇心を育

てるっていうことを私自身は一番下に持っ

ていて、その一つとして、ここの算数・数

学学べる場所っていうのを位置付けて取り

組んでいきたいと、そんなふうに思ってい

ますので、今、委員言われたような、ここ

の場所を拠点にして、算数・数学に力入れ

ていくっていうのは持ってございます。 

　これは、ここの場所だけと違って、先生

方にも、やっぱりそこのところをしっかり

理解してもらって、各学校においても、そ

の取り組みを進めていきたいと、そんなふ

うに思っておりますので、大人の学び、教

え方の学びっていうようなこともできるよ

うなことも、今までも数学WAVEの皆さんが

中心になってやっていただいている部分も

あったんですけれども、そういったことも

継承する中で、先生方の学びもここで、き

ちっと保障していきたい。そんなふうに思

っております。その中で、主体的な学び、

科学的な学び、算数・数学の学びっていう

のをしっかり付けていきたいと、そんなふ

うに思います。 

○委員長（堀内和久君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）今、教育長おっしゃ

っていただいたみたいに、逆に私思うんで

すけど、すごく、すごくここに力を入れる

とすれば、お金取っても良いんちゃうかな

と。先ほど辻本委員は無料、無償って言わ

れてましたけど、たとえ100円でも社会見学

的にお金を保護者さんから取って、子ども

たちを必ずそこへ送り込む。例えば、二年

生になったら必ず社会見学でここへ行くっ

ていうふうにすれば、言うたら、全員が岡

潔先生のことを知るというきっかけにもな

りますし、例えば鹿児島とかやったら、西

郷隆盛を、もう、全小学生とかもみんな、

我がとこのほんまに偉人っていう感じで、

教育がすごく行き届いてるっていうのをテ

レビとかで見たことがあるんですけど。ふ

るさと教育の一環としても、例えばバスを

チャーターするお金で、それをみんなで割

ってもかまへんし、やっぱりそういうのを

お金取っていって、ずっと継続して、その

施設が無駄にならんように活用していって

もらったほうが良いのではないかと思いま

すし、すごく夢があると思うんですよね、

このボランティア講座にしろ、みんな地域

の方も一緒になって、特別コースではすご

い、もう数学のすごいエキスパートみたい

な子が育っていくっていう、そんな夢が広

がるような、そういう事業にしていっても

らいたいし、せっかくお金をかけてね、い

い施設を造っていくのですから。ちょっと

数学WAVEの方が、ちょっととん挫じゃない

けど、どうなるかわからないっていう、ち

ょっと不安なこともあるとは思うんですけ

ども。その点は、逆に和歌山大学とかと、

東大の先生とか、いろんなところから講師

先生とか、岡潔先生に携わるような方をチ

ョイスしてもいいですし。なので、運営が

もうギスギスで、お金ないは、もう子ども

らにもなかなか行ってもらわれへん、もう

保護者もそのうち忘れるみたいなことにだ

けはならないように、必ず絶対、もう社会

見学、みんなで盛り上げていこうっていう。

そういうような形にしていってもらえたら

良いなと思いますし、多分そういうふうに
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皆さんも思って、この計画がどんどんと進

んできたんかなと思いますので、その点は

いかがですか。 

○委員長（堀内和久君）答弁できます。い

けます。できます。基本的には、お金を取

って社会見学として回していく。運営をち

ゃんと未来に対してやっていくっていう考

えがあるかということで。 

　生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）委員おっ

しゃるように、確かに本当にお金を払って

いただける価値のある、そういう施設にす

るべきだとは考えております。ただ、やは

り子どもからというところが一つ難しいと

ころあるのかなと思いますが、本当に大人

向けの講座についてはですね、しっかり料

金払っていただけるような、そんな講座に

していきたいと思いますし、今後もですね、

もちろん市内の小学生は一度はですね、訪

れていけるような、そういった施設にした

いと考えております。それはもちろん学校

教育課との調整もさせていただきたいと思

ってます。 

○委員長（堀内和久君）板橋委員。 

○委員（板橋真弓君）無償っていうのはね、

良いと思うんですね。保護者に負担をかけ

ないという点では。ただでもバスのお金か

かるでってなったら、バス代かかるのは仕

方ないですよね、自分らで行くにしろガソ

リン代かかりますし、それをみんなまとめ

て送っていかんでも学校から連れて行って

くれるっていうんやったら、保護者さんも

100 円、200 円のお金なら多分出してくれる

のかなっていうふうにも思いますし、そこ

はあんまり、お金取ってって言われへんの

ではないのかなっていうふうに、私のね、

自分の思いですけども。それはほんまに、

すごい、教育ってのは、やっぱりお金はか

かってると思いますので、そこにお金をか

けても全然構わないのではないかと。バス

代。その辺はちょっと検討していただけれ

ばなと思います。 

　今ね、どうこうって言えないのかとは思

うんですけど。言えますか。言えないでし

ょうかね。 

○委員長（堀内和久君）答弁できますか。

できればで結構です。なければ、ほかへい

きますし、いいですか。ほかにありません

か。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）ちょっとお聞きしま

す。今回この取り組みの中で、ちょっと是

非していただきたいっていう要望があるん

ですけどね。それはね、入館していただい

た方からのアンケート、感想とか、いろん

なご意見を、せっかく来てもらった時に聞

かな、次の、次々と進めていくうえで参考

になると思うんで。そのアンケートってい

うか、そういうふうな取り組みしたら、是

非とも、これからの、設問する内容はね、

いろいろ考えたらいいと思うんですけど、

子どもたちに書いてもらうアンケートやか

ら難しいと思うんやけども。何かそういう

の感想を聞いたら、次に活かしていけると

思うんで、やっていただけるでしょうか。

それをお聞きしたいと思います。 

○委員長（堀内和久君）どうですか。 

　生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）委員おっ

しゃるような、皆さんがこの館を訪れて、

どのように感じられたかっていうのは、こ

ちらも調べていきたいと思います。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　辻本委員。 

○委員（辻本　勉君）すいません。私すべ

てタダにせえとは言うとるわけではないん

で、板橋議員の。取るんやったら統一した

れという。市外も市内統一してやたらどう

ですかっていうことなんで。 

　それと、土井議員が言われた送迎の関係

なんですけどね。市のマイクロバスがある

んですよね、市のそこに置いてるんですけ

ど、保健福祉センターに。これは年間100も

稼働してないと思う。60 何日ぐらいちゃう

かなと思うんやけどね。紀の川市なんか２
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台あってかなり活動しておると。そのマイ

クロについては、公民館とか文化センター

の主催事業があれば料金取ってないわけで

しょ。とってないでしょ。そやから、なん

で、それやったら岡潔の体験館、ほんまに

力入れて市内の子どもたちに行ってもらい

たい。行ってもうていろいろ勉強してもら

おうって言うんやったらね、そのマイクロ

ぐらいね、１回ぐらいは使ってね、やった

ったらええんちゃうんかな。そんな経費か

からんはずですわ。ほんでそのために、そ

のマイクロを置いてるんやからね。そうで

しょ。どんどん活用したらええと思うんで

すわ。大人の公民館を使う時にタダで行っ

てね、子ども等学校の授業で勉強しに行く

のに金取るっちゅうこともそれもな、僕は

どうかなと思うんでね。どんどん、体験館

できた機会に、必ず１回は行ってもらうと

いう話しされとったんやったら、その分は

無料で送迎したったらええんちゃうかな。

どのぐらい経費かかるんかわからんけども、

そうでしょ。大人の公民館のね、運営委員

会とか、どんどんどんどんよそ行ってね、

行きゃ高速代もいっていろいろいんのにや

で、そんなとこ無料で行ってやな、市外で

子ども等小中学生体験館見に行くのに使わ

れへんちゅうこともないでしょう。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）今委員お

っしゃるように、確かに市にはマイクロバ

スがございます。また、小学生が一度は訪

れていただきたいと考えている施設であり

ますので、それを利用するということも考

えとしてはあるかと思いますが、現時点で

はですね、それは想定しておらず、公共の

交通機関でありますとか、或いは遠足等で

ですね、行っていただくようなことも考え

ております。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　垣内副委員長。 

○副委員長（垣内憲一君）そもそもそのね、

数学WAVE、さっき土井議員のほうから聞か

せていただいたんですけども、そこからそ

ういう岡潔さんの資料館っていう話もあっ

て、今回もうできないって、前からも僕何

回も言うてるんやけど、何でその数学WAVE

に、そこだけにこだわらなあかんのか、も

っと違う団体とか、こういう施設ができる

んやけども橋本市で誰かやってくれる人お

らんのかとか、何かそういった声がけも必

要じゃないんかなって。やはり僕が知って

る、勉強不足ではございますけども、先ほ

どもおっしゃっていましたけども岡潔さん

の思い、これ伝えれる人って、なかなかい

てないと思うんですよ。ああいった思いを、

感情をね、素直に伝えれる人っていうのね。

でもやっぱそんな人かってね、この先生こ

んなこと思っとったんやってっていうね、

伝えれるような人とか、そんな人って用意

していただけるんかっていうのと、ほんで

岡潔数学WAVEに何でそこまでこだわってい

かなあかんのかっていうのを、ちょっと教

えていただきたい。その次、誰かその代わ

りやってくれる人っていうのを探してるの

かっていうの。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）委員おっ

しゃるように、数学WAVEさんというのが、

なかなかそういう、こちらの館の運営をし

ていくのが難しい状態になっておるのは確

かです。もともと数学WAVEさんが、こうい

った施設を造って欲しいと言いますか、要

望はあったわけですけども、数学WAVEさん

の中に会員さんとして、もちろん算数・数

学に非常に詳しい方をはじめ、先ほどちょ

っとありましたけど、岡潔さんの情緒の部

分についても、非常に思い入れを持った会

員さんがいらっしゃいます。両方いらっし

ゃいます。そういった団体ですので、初め

は、こちらとしては、数学WAVEさんに、で

きるだけ協力いただいて、この館を運営し

たいと思っております。また、もちろんそ

れの団体以外にもですね、そういった情緒

でありますとか、数学でありますとか、そ

ういった２つの部分について、非常に詳し

い方がいらっしゃる、そんな団体があれば

ですね、こちらもそういうのを探していっ
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て、先ほど言った運営の話等もしていきた

いと思います。 

○委員長（堀内和久君）垣内副委員長。 

○副委員長（垣内憲一君）すいません。そ

れって団体でないとあかんのですか。個人

的に、私こんなんやってあげるよとかね、

そういう方やったらあかんのですかね。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）もちろん

個人でする場合には、館の運営ということ

を個人で行うというのは非常に難しいと思

いますので、なぜなら常にその人がずっと

館に配置されていたり、或いは一人で数学

と情緒と両方詳しく語れる方っていうのは、

もちろんそういう方がいらっしゃれば、お

願いしたいと思いますが、なかなか難しい

かなと思います。 

○委員長（堀内和久君）垣内副委員長。 

○副委員長（垣内憲一君）すいません。そ

れはもちろんそうなんやけど、わかれへん

けど。そういう人が、一人、二人、三人と

おるんやったらね、それでもできる。俺ち

ょっとなあ、ちょっと屁理屈言うてるんか

どうかわかれへんけど、一回、そういうの

ね、もう考え直す必要あるんで、そこだけ

に頼るって、頼った結果がこういうふうに

なってるんやから、やっぱりいろんな方向

性って言うたらええんか、視野広めて、そ

ういう人等を募って、また、その人等が、

集まった人等がそういう団体作ってくれる

かもわかれへんし、今そういう団体がある

さかいそこにもう任せとる。橋本市は任せ

とるっていう、なんかそんなんがあるから、

新しい団体が出てくれへんのかもわからへ

んし。やはりやった以上は、僕もあんまり

こういう、今日はもうあんまり意見言いた

くなかったんやけど。やっぱり成功しても

らいたいし、成功するにはやっぱり、今皆

さんいろんな意見いただいたことをね、や

っぱりまとめながらやっていく必要がある

んじゃないかって思いますので、前向きに

いろんなこと、今皆さんの意見をね、もっ

かい教育委員会の中でも考えていただきた

いと思います。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）委員おっ

しゃるように、そういう詳しい方、或いは

そういう思いを持った方というのはいらっ

しゃいます。ですから、現在でも数学WAVE

がですね、講演会等をする際には、講師と

して、そういった方を招いて、お話をして

いただいておる。ですから、もちろんこち

らとしても、例えばこの講演にはあの人、

こういう教室、算数教室、数学教室をする

にはあの人、というような形で個別に仕事

をお願いすることはあります。 

○委員長（堀内和久君）よろしいですか。 

○副委員長（垣内憲一君）堀内委員長。 

○委員長（堀内和久君）すいません。ちょ

っと何個か聞きたかったんですけど、一つ

二つだけ先に。副委員長の答弁の関連性あ

るんで議事録読みやすいかなと思って、今、

手あげました。すいません。 

　最初に聞いたんですけど、岡潔数学体験

館事業案の書類で、さっき辻本先生の話で

2,700 人っていう具体的な数字出たんですけ

ど。これこの表見る限りね、すべての分野

において年間何人ぐらい来るであろうとい

うの、もう先うととかなあかんと思うんで

す。何々をしますとか、そんな夢のビジョ

ン、絵に描いた餅じゃなくって、そこにま

ずないのがおかしい。あるなら答えらなあ

かん。目標設定値は、お金絡むんであれば。

それが一つ目。 

　二つ目に、もともとの、もうほんまそも

そも論です。私で４期生なんで私より先輩

やったらわかると思うんですけども、僕の

前が土井先生が文教委員長やってとか、そ

ういう記憶があるんですけど。当時、土井

先生が議長の時に、数学WAVEでいっとって

もという話で、議会はちょっと遠慮させて

もらおうっていう時、当時、教育長になら

れる前の今田先生もおられましたし、鉄は

熱いうちに打ててないからこうなっとるっ

ていう、私の所感が入るんですけども、結

局、数学WAVEさんから、こういう思いがあ

って、記念館を立ち上げるっていう思いが

あって、そこから、失礼なことを誤解を恐
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れず言うんであれば、落としどころ、妥協

があって、今になってるから、これ思うよ

うに点と点が線で繋がれへんじゃないの。

熱いうちに打ってないから立ち上げた数学

WAVEの人等が、60 代のよっしゃ、わし等頑

張るでって言うた人たちが、年齢的なこと、

跡取りのこと、ね、市は何をしてたのって

いう話。横についてて、これが二つ目。 

　三つ目に、体験館から記念館に代わって

のクラファンとかもいろいろやってると思

うんですけど。このお金っちゅうのは、今

後どういうふうに使っていくのか、この三

つだけ先にお願いいたします。 

○副委員長（垣内憲一君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）まず一点

目の各事業における参加人数の想定でござ

いますが、こちらもある程度想定しており

ます。例えば、講演会でありますと、１回

100 人程度で、年間２回ですと 200 人になり

ます。史跡の巡るガイドツアー等は、１回

40 人。年１回 40 人。ボランティア講座につ

きましては、年２回程度１回あたり 10 人。

続いて、算数講座につきましては、１回 20

人程度で、年 12 回。これは低学年・高学年

ございますので、掛ける２倍になると思い

ます。そしてまず、これ中学生を対象にす

る数学講座というのも考えておりまして、

こちらは１回 20人の年12回。出前講座につ

きましては、年間800人を想定しております。

特別コース、これは将来の話なんですけど、

こちらについても、１回の定員は 20 人で、

年間 12 回。指導者等の人材育成につきまし

ては、１回 10 人の年２回程度というような

形で 2,740 人程度を想定しております。 

　あと、立ち上げの時の熱い思いについて、

それがもう時間を経過してしまって、こう

いうなかなか業務を受け入れていただくこ

とができなくなったということでございま

すが、この施設を設立するにあたりまして、

場所の選定にですね、非常に時間と選定先

が幾つも幾つも出てきまして、その都度時

間がかかってしまったためにですね、今回

の開設に至りました。 

　また、基金の使い方ですけども、こちら

につきましては、建物の中に入れる備品、

算数・数学教材でありますとか、そういっ

た机とかですね、事務室のものであります

とか、そういった備品に対して使うことを

考えております。今年度の予算の中ですけ

ども、繰入額としては 740万 5,000 円を、今、

計画しております。残りにつきましても、

今後ですね、当然、備品等・教材等もです

ね、買い替える必要、或いは新たに導入す

ることがあると考えておりますので、そう

いったことに基金は使っていきたいと考え

ております。 

○副委員長（垣内憲一君）堀内委員長。 

○委員長（堀内和久君）一つ目と三つ目は、

了解いたしました。二つ目の、ちょっと厳

しいこと言うんですけど、この程度の場所、

誤解を恐れず言うとんですよ、変な意味で

取らんといてくださいね。この程度の場所

になるんやったら十数年かかるんですか。

いろんなとこ学童保育、空き教室、リフォ

ームしたりとか、本市好きですよね、空き

教室そこですんの。もっと早ようにこの程

度の落としどころやったら 10 年前にできた

んちゃいますの。教育長も答弁してるよう

に、あの地域に情緒の雰囲気があって、感

じてもらう、哲学的な話するんやったら、

10 年前にここにできたんちゃいますのっち

ゅうセンスの無さ、生涯学習課長悪いんち

ゃうんですよ、今年からなんで、10 年前の

教育委員会に言うとんです。これが政策か

ら教育委員会にバトンを渡された時点でグ

レード落ちてるんちゃうのっていう話なん

ですよ。これをまずね、スタートラインの

確認せんと、鉄は熱いうちに打とうってい

う話で、熱い、もうハートの熱いおいちゃ

んたちがおる時に、何らかの協議なしで一

旦やりませんっていう回答かましといて、

政策から教育にいって、これ教育委員会か

らしたら、俺、ただ単に飛び火して火傷し

とるだけにしか思えへんのです。だから、

生涯学習課長が今年就任して、教育総務課

長も然り、学校教育課長も然り、今年就任

して、この人等に答弁求めるっていうのも
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職責やから仕方ないけど、10 年前の歴史と

根拠と政策で一旦どないなっとったんよっ

ていう話なんですね、これ。はっきり言う

て。ここのとこ見直さんとって、ええもん

作って、目標に向けて、これ点と点と線で

結び合わせたら、また言うたら悪いけどグ

チャグチャに編んでしもて隙だらけ。お金

取る取れへんの関係なし。岡潔さん、前畑

さん、古川さんね、この辺のことって子ど

もたちがどれぐらい学校教育に対して 10 年

間歩んできてるんか、また政策として、ど

の位置でやってきたんかっていうことが今

回一番問題やと思うんですよ。筒香選手と

か、溝端淳平さんが、子どもに聞いたら橋

本市出身やって即答しますわ。今言われた

古きよきの名誉市民って言われたら初代市

長もなるんかな、そこまではいいですわよ。

ここに対して橋本市は 10 年間、失われた 10

年何してきたんよっていうことが、ここで

反映されると思うんですよ。橋本市の本気

度がここにないのに、落としどころって言

うて悪いですよ。大変失礼なこと言うとん

やけど。この辺についてね、もう答えれる

のって教育長しかおれへんのやけど。教育

長は当時 10 年前から数学WAVE携わってるか

ら、ここの部分の考え方を改めて、次のス

テップ行かないと、また５年後の予算・決

算委員会で、この中にもし僕がおれば、ま

た言うたら悪いですけど。オムレツや精進

野菜のようなことを聞いてしまう自分がお

る。特に教育の部分なんで、今まではその

チャレンジ精神で農業とか振興とか、やろ

うっていう、頑張ろうっていうことには支

援したいと思うからスタートラインは許可

した。 

でも、教育の部分は石橋叩いて渡るぐらい

の慎重さと夢のビジョンがなかってどない

するんですかっていう。いつ崩れるかわか

れへん橋渡らすんですかっていう話なんで

すよ。そこについてちょっと、やっぱり理

念というかね。過去に対してのその思い、

ほんで数学WAVEも今もう、数学WAVEがする

って言うたからここまで来たんとちゃいま

すのっていう話。ここの部分をやらんと、

要は、僕の言いたいことは、毎回同じこと

言うて悪いんですけど、もう一回深呼吸し

て立ち止まるとこが、そういう選択はない

のか、条例ぐらい通しますけど、通るか通

れへんかわかれへん。通したとしても、も

う一回この政策を教育委員会に置いとくん

じゃなくて、政策の位置付けとして、ちゃ

んと真ん中へ持っていかんと、これえらい

ことになりますよ。子どもですよ相手。教

育ですよ。いかがですか。 

○副委員長（垣内憲一君）教育長。 

○教育長（今田　実君）この岡潔先生の顕

彰していく、またそのことについて学んで

いく場所をどうにかしていこうっていう話

については、平成 12 年ぐらいから出てきて

おります。そして、数学WAVEが立ち上がっ

たのが、平成 21 年だったかなと、そんなふ

うに思います。その立ち上がった当時から、

私も数学WAVEのメンバーとして活動をさせ

てもらっていました。その時の思いという

のは、やっぱりしっかり、今、こういった

形で子どもたちに数学を、またいろんな学

びをっていうことで、私自身も思いながら、

講座にも大分参加させてもらって、子ども

たちと学びを重ねてきました。子どもたち

は、そこの中で、市内全員の子どもたちっ

ていうことではなかったですけれども、年

間何回かのそういう講座に、何度も何度も

繰り返し来てくれる子たちが多くいてたっ

ていうのを覚えています。またその子たち

が、小学校の時から参加して、中学生、そ

して高校生、そして今、大学生になってる

子たちもおるんですけれども、すごく頑張

ってる子たちも輩出してきております。で

すから、こういった地道な取り組み、数学

WAVEその当時から、基本的にいろんなこと

手弁当を基本として、多くの方が協力して

もらいながらやっていました。その成果っ

ていうのは、私自身はしっかり出てきてる

と、そんなふうに思います。 

　けれども、その場所を決めることについ

ては、もう二転も三転もしながら、なかな

か決まらなかったという時代があります。

私自身まだその当時、数学WAVEでおった時
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に、どんなことを思ってたかというと、し

っかり拠点を持って取り組めたら、より一

層いろんなことができるのになっていう思

いは私自身も持っていました。それは今も

同じ気持ちであります。それが十数年経っ

て、その状況が何が変わってきたかってい

ったら、そこに関わる人たちの様子ってい

うのは、変わりつつあるかなと、そんなふ

うに思いますけれども、当時持っていた思

いというのは、私自身は変わっておりませ

ん。プラス数学WAVEだけではなくって、ほ

かにも岡潔先生のことを学ぶっていうよう

なことを地道にしてくださってる団体も出

てきております。個人さんも出てきており

ます。そういった方々の思いをしっかり私

たちは受け取ったうえで、ここの場所でそ

ういうようなことを進めていくっていうの

が、すごく大事です。プラス今、岡家の人

たちにもこの話をさせていただき、何度か

直接話をする中で、ここの場所を決めて、

そして何度も何度も来てもらえるような、

人が学べるような場所にしていきたいんで

すっていう話を、この前からもさせてもら

ってきました。そしたら、岡家の人たちは、

岡っていうのは、なかなかいろんなものを

残してはいないので、見るものっていうの

はそんなにありません。また、数学ってい

うことだけ取り出しても、なかなか理解も

してもらいにくい部分があります。ですか

ら、それ以外のところで、岡のことについ

て学べる、子どもたちがここへ来て学ぶ中

で、少しでもいろんなことに興味持っても

らえる、そんな場所にしてくれたら嬉しい

ですし、しっかり私たちも奈良市で活動し

てるけども、その活動もこちらへ来て一緒

にしたいというところまで言ってもらった

りしています。そういうふうな思いをつな

いで、これから作っていく、今ある、今ま

での中で失ってきたものも当然あるんです

けれども、新たに生まれたものをここで作

っていくっていうような思いを持って、私

自身は進めていきたいと思います。ですか

ら、一番初め開館した時に、フルスペック

でいろんなものできないかもわかりません。

けれども、今いろんな形で関わってくださ

ってる方々、その方々の思いをしっかりつ

ないでいくってことは行いながら、子ども

たちのために、また、市民のために岡先生

のことを理解して、また、そのことを広め

ていける、そんな活動につなげていきたい

と思っていますので、ご理解をいただきた

いと思います。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）先ほど委員長の質問

の中の来場者で、要は事業に対しての来場

者はあったんですけど、唯一お金を取れる

って言ったら失礼なんですけども、市外か

らの来場者、いわゆる一番上の岡博士資

料・数学教材っていうんですかね。下の授

業は別でお金取るんで、入場者数っていう

のは、これは算定ゼロっていうことなんで

しょうかっていうことが、まず一点。 

　あまり後ろ向きな話ししても私は、それ

はよくないと思うので、僕個人的には、先

日、岡潔先生の、岡先生の講座っていうか、

市民の会にちょっと出させていただいた。

こういう方なんだって初めて知ったとこも

あるんですけども。岡先生が誰にヒットす

るのか。先ほど教育長言われました数学、

岡先生の功績の数学、これを広めるのは、

我々ここの中にいて多分理解、おそらくで

きないでしょう。だからここを広めること

の目的にしちゃうと、多分外します。お子

さんとかに来てもらう。これは一ついいん

ですけども。それを位置付けをどうするか

ですよね。先ほど西郷先生の話もありまし

たけども、西郷先生こんなすごい人おった

んや、何したかわからんけどっていう多分

小学校の低学年やったら、そんなレベルや

と思うんですよね。岡先生もおそらく世界

的にすごい功績残した人なんだ、何した人

かわからんけどみたいな感じの。でも、ち

ょっと誇り持ってもらうぐらいがいいのか

な。溝端さんとか、筒香さんとかだと、逆

に子どもたちが、逆に来たい、来たいとか、

寄ってくるようなコンテンツといえば、キ
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ャラクターなのかなとは思うんですけども。

そういった中において、岡先生を知っても

らうっていう認知の意味では、小学生には

いいのかなと私は思ってます。もう一個何

かないのかなって考えた時に、教育者とし

ての岡潔というその側面の中に、いわゆる

小学校の先生だとか、中学校の教育に携わ

ってる方、この方たちにまたこういうとこ

ろを知ってもらうのは、釈迦に説法なのか

もしれないんですけども。なるほどなって

思ったのは、私はその時の講座の中で、道

端に花が咲いてると、それは誰が咲かせた

わけでもないと、その時に、咲きたい時に

花はパッと咲く。それをやっぱり感じて、

そこにきっかけを与えてやるというかな、

禅の世界でも啐啄同機とかいういろいろ言

葉ありますけども、卵から鳥が生まれる時

に、中からつつく、それに合わせて親もつ

いてあげる。それをすることで、卵がパッ

と割れると、そこで初めて生命が生まれる

と。要は、教えてもらう側と教える側、こ

れがしっかり合わないと成果が生まれない

っていうような言葉があるんですけども、

そういったところを考えると、この教育者

の方に、この岡先生を知ってもらうことで、

その哲学とかを爾後の教育に活かしてもら

う。そういった部分が、この事業の中にあ

ってもいいのではないかなと。そうすると、

和歌山市の教育委員会の、和歌山県でもい

いですよね、和歌山県の教育委員会の方に、

皆さん数学WAVEのところ来ていただいて、

和歌山県には、こういう素晴らしい教育を

された方がおられたんだというような講座

も、またできるんではないかと。そういっ

たことをすれば、大人相手なので有償でも

いいですし、そういった形でですね、お金

を取ってでも行きたいと思わせるようなコ

ンテンツを、やっぱり作っていくっていう

ことが非常に大事だと思いますので、価値

を見出すもの。それっていうのは、我々で

しっかり本当に考えて作っていかなくては

いけないと思う部分がございますのでです

ね、しっかりとこのブラッシュアップとい

うか、ニーズですね、できるものと、やり

たいことと、できることと、あと社会のニ

ーズ。これしっかり重なるところのものを、

しっかりコンテンツとして出していくとい

うところを、もう一度検討いただければな

というふうに思います。ちょっとこれは意

見になりますけれども。よろしくお願いい

たします。 

○委員長（堀内和久君）答弁いいですか。

答弁はよろしいですか。 

○委員（岡本喜好君）最初の質問、市外か

らの入場者数の見積もり、これをいかに考

えておられますでしょうか。 

○委員長（堀内和久君）答弁願います。 

　生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）来館者入

場料、入場だけのですね、講座とか受ける

わけではないそういう人数としましては、

年間700人を想定しております。うちですね、

４割が市外の方であるということで想定し

ております。 

　それとあと。答弁不要ということなんで

すけども。もちろん数学に興味をですね、

持っていただく、教材、視覚的に数学の仕

組みとかがわかる、理論がわかる教材等を

見ていただいて、実際に触っていただいて、

そういったことから、算数・数学に関する

興味でありますとか、そういったものを持

っていただくようなことを、施設として、

学びの場として、考えております。また、

教育者としての岡潔ということであります

が、こちら「情緒」という言葉がよく使わ

れますが、それにつきましては。箴言教室

というものを開催いたしますので、そちら

のほうにですね、参加していただきたいと

思っております。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）すいません。時間過

ぎて一言だけね。 

○委員長（堀内和久君）いえいえ、ゆくり

やってください。 

○委員（髙本勝次君）今回これね、体験で

きるとなったら、希望ですけども、市の広
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報で特集記事をね、これできた時点でね、

ちょっと広げていただきたい。私の知り合

いの方で聞いたんですけども、いろいろ資

料持ってる人もおりましたわ。その資料も、

その中でね、資料提供できる方おりません

かいうのも書いていただいて、盛り上げて

いけるようにお願いしたいと思います。 

○委員長（堀内和久君）要望でいいですか。 

　ほかにありませんか。 

　私、最後一点だけ、すいません。 

○副委員長（垣内憲一君）堀内委員長。 

○委員長（堀内和久君）ごめんなさい。一

個聞き忘れたんですけども。さっきの課長

さんの答弁で、数字 400、会計年度であろう

が職員であろうが400なんぼっていうお金出

たと思うんですけど、これ直営と線引、整

理なんで否定しとるわけじゃないんで、整

理なんで、数学WAVEさんがいろいろお手伝

いいただくっていうことで、いろいろ答弁

いただいとると思うんです。だから数学

WAVEに対しては、これはもう、これからは

母体として委託先の可能性が低いという表

現になるんかな、無理という表現なのか、

低いという表現になろうと思うんですけど。

でも数学WAVEさんが今現在進行形でやって

いただいとるとこもこれから継続性がある

と。数学WAVEさんは無料でお手伝いしてく

れるっていう認識なんか、また新たにお金

の設定するのか、その辺がちょっと整理で

きてないんで、僕の頭がちょっと整理でき

てないんで、そこだけちょっと議事録上の

話、すいません。よろしくお願いします。 

○副委員長（垣内憲一君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）現在、数

学WAVEさんに対して補助金を出しておりま

す。その補助金の中でですね、算数教室で

ありますとか、或いは講演会でありますと

か、そういったことの事業を実施していた

だいております。そういう事業を岡潔の体

験館と連携してですね、開いていければと

考えております。また、それ以外の新しく

していただく事業に関しましては、おそら

く委託をしてですね、ちょっとコーディネ

ートはこちらですることになると思います

けど、講師の派遣でありますとか、実際の

講座の時のお手伝いでありますとか、そう

いったことをお願いしていきたいと考えて

おります。 

○副委員長（垣内憲一君）堀内委員長。 

○委員長（堀内和久君）よくわかりました。

そしたら、ちょっと戻るんですけど、垣内

副委員長が質疑されたとことちょっと関連

するんですけども、委託を受けてくれる人

がいる場合と、いない場合との人間がどな

い配置するかが、ちょっと読めないという

か、結局、仮の話なんで、数学WAVEが受け

れない。でも、今やっとる数学WAVEの授業

とか講座はお付き合いいただく。っていう

ことは、職員２名程度張り付かなあかん。

これ、別の委託先が仮に探して出てきた時

に、職員の配置であったりとか、数学WAVE

さんとの関係性っちゅうのは、どういうイ

メージを持っておられるんですか。 

○副委員長（垣内憲一君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）委託とい

う言葉が適切かどうかはあれなんですけど

も。館の運営ということをしていただくと

いうことであれば、当然、今の職員の配置

は、少なくなっていくと思います。もちろ

ん、指定管理になれば、もう職員はいらな

いわけですから。各講座をお願いする。ち

ょっと講師として来ていただく、そういっ

たお願いをするのであれば、職員というの

は必要になってくるかと思います。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すいません、何度も。

これ素朴な疑問なんですけども、この算数

講座月１回、算数・数学の興味関心の基礎

力を養うための講座ってなってるんですけ

ども。これ私ちょっと疑問符で、月１回の

講座で、本当にこの算数の基礎力っていう

のを上げることができるのかっていう実は

大きな疑問がございましてですね。そうだ

からこそ、私は小学校の時間割を見ると、

毎日毎日、算数・国語って１時間目に算数

が入ってるんですよね。だから、実はこれ
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って毎日やはり接することで初めて基礎力

とか上がってくるわけで、月１回の講座を

低学年のお子様にすることで、基礎力を上

げるっていうその成果、これをどう評価す

るのかってなった時に、極めて難しい問題

ではないかなと思ってですね。 

　それをまた、それを目的にするんであれ

ば、おそらく全国学力テスト小学校六年生、

今回もありましたけども。それを目的にや

るわけじゃないんでいいんですけども、結

果として、じゃあ全国学力テスト小学校六

年生になった段階で、これをやらない時は

いくらでした。これを各小学生に講座とし

てやりました。基礎力が上がることを目的

にやりましたってことは、上がるはずなん

ですよね、成果が、効果として。じゃあ平

均点が、じゃあ何点上がるのか、逆に何点

上げることを、結果としてで結構なんです

けど、目的に、それぐらいの基礎力を付け

たいんだっていうものが、あるのかどうか

っていうことが、また出てくるわけですね。

教育のね、やっぱり考え方からすると、や

っぱりそうやって目的があって、それを達

成するためには、こういう回数の講座とい

うか授業が必要だっていうふうに組まれる

ので、そういう考えからすると、月に１回

のこの講座で、小学校算数・数学の基礎力

を養うことができるというふうな見積もり

を。 

○委員長（堀内和久君）暫時休憩いたしま

す。 

 

 

○委員長（堀内和久君）再開いたします。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）失礼いたしました。 

　どの程度の学力向上を目的に、この月１

回の講座、これをされるのでしょうか。 

○委員長（堀内和久君）教育長。 

○教育長（今田　実君）ここで言う学力と

は何ぞやっていうところからまた話しせな

あかんかなと思うんですけど、ここで言う

 （午前 11時 03 分休憩）

 （午前 11時 05 分再開）

基礎っていうのは、計算ができますとか、

そういう基礎ではなくって、算数的なもの

の考え方。どういうふうに考えたら面白い

よとか、そういうところ、主体的にその内

容に関わっていく力を付けていくっていう

のが大事なところ。そんなふうに考えてい

ます。 

　ですから、先ほど土井委員の質問にもお

答えさせてもらった時に言わせてもらった

主体的に取り組む、それは算数・数学って

いうのも窓口にもなるけれども、ほかのと

ころでも同じように持って行きたい、けれ

どもここではテーマとして算数・数学しま

すよっていうふうに言わせてもうたのは、

そういうことです。ですから、ここに関わ

って、興味を持って来てくれてる子どもた

ちっていうのは、本当にそういうような思

いを持って活動しています。この間の土曜

日も低学年の講座、高学年の講座ってやっ

てて、それを私も見に行かせてもうたんや

けども。低学年の子たちは、すっごく興味

津々で活動しています。そういう面白さを

感じてもらえれば、私自身はオッケーかな

とそんなふうに思います。それが、日々の

授業の中で、その子の成長につながってく

れたらもっと嬉しいなと、そんなふうに思

いながら、今関わってくれてる講師の先生

方はやっていただいておりますし、それは

今後も私たちも引き続いて取り組んでいき

たいなと、そんなふうに思っております。 

○委員長（堀内和久君）岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）ってことは、これが

もし希望者が非常に多いとなった場合は、

逆にクラスを３つ４つ作って、月に１回の

講座を３クラス４クラス増やしていくって

いうのは、それ可能なんでしょうか。 

○委員長（堀内和久君）生涯学習課長。 

○生涯学習課長（長谷川典史君）この講座

にはですね、そういう指導する先生が１人

の時もあれば、３人付くこともあります。

ですから、受け入れ体制として、月に複数

回開催していくということができるのか、

そういう体制との調整になってくるかと思

います。 
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○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（堀内和久君）ないようですので、

質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（堀内和久君）討論がありません

ので、討論を終結いたします。 

　これより、議案第５号　橋本市立岡潔数

学体験館設置及び管理条例について　を採

決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（堀内和久君）ご異議がありませ

んので、本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

　この際、11 時 20 分まで休憩いたします。 

 

 

○委員長（堀内和久君）再開いたします。 

 

○委員長（堀内和久君）次に、議案第７号　

橋本市立社会体育施設設置及び管理条例等

の一部を改正する条例について　を議題と

いたします。 

　本案について当局より説明を求めます。 

　制作企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）それでは、

橋本市立社会体育施設設置及び管理条例等

の一部を改正する条例について　説明させ

ていただきます。議案書は 56ページと57ペ

ージとなります。ご覧ください。 

　橋本市では、令和３年４月から市内のス

ポーツ施設の利用に関しまして、市外料金

 （午前 11時 08 分休憩）

 （午前 11時 20 分再開）

  

２　議案第７号　橋本市立社会体育施設設

置及び管理条例等の一部を改正する条

例について 

というのを設定しております。市外料金設

定に関連する条例がですね、こちら 56 ペー

ジ、57 ページに挙げております３つの条例

からとなっております。その条例につきま

しては、条例を改正した当時より前に、河

内長野市、橋本市、五條市広域連携協議会

におきまして、スポーツ施設の相互利用を

促進しましょうという取り組みが進められ

ておりました関係で、その条例改正の際に、

大阪府河内長野市、奈良県五條市の居住者

の方については、市外料金から除外すると

いうような建て付けで条例改正を行ってき

たところでございます。 

　この度ですね、昨年度、かつらぎ町にお

きまして、町内の施設に対して町外料金の

設定というのを行うに合わせまして、かつ

らぎ町さんから橋本市に対しまして、河内

長野市と五條市と同じような扱いで、お互

いの市民・町民が、町外料金・市外料金設

定なく使えるようにしませんかという申し

出をいただきました。それに関して調整を

してきまして、この度、条例をあげさせて

いただくというような形になりました。 

　この条例につきましては、令和６年４月

１日から施行というふうに考えております。 

　説明は以上です。どうぞよろしくお願い

いたします。 

○委員長（堀内和久君）説明が終わりまし

た。 

　これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

　髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）すいません。本会議

の中で、答弁を聞かせていただいたんです

が、何でほかの九度山町、高野町入ってな

いんかなっていうご質問あったところなん

ですけども、かつらぎ町から申し出があっ

たっちゅう、何かそういう答えであったよ

うに思うんですよ。申し出があった。そし

たら、高野町と九度山町は申し出がなかっ

たっていうふうに聞こえてしまうんやけど

も、それをお知らせ、お知らせって言うと

おかしいけど、何かそれの何か係わりを持
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ってもらえるような経緯はなかったんかな

と思ったりして、どうでしょうか。 

○委員長（堀内和久君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）橋本市から

積極的に市外料金の設定に関して、お互い

市内料金で使いましょうというお誘いとい

うのは、特にしておりません。昨年度、か

つらぎ町がその町外料金設定に合わせて、

お互いに使えるようにしませんかという申

し出があったというところです。ですので、

こちらも若干、伊都郡内の町の動きという

のが気になったところでございまして、こ

れを調整する中では、かつらぎ町さんに対

しましても、お互い郡内の九度山町さん、

高野町さんとのお話というのは、これまで

どうですかっていうのをお聞きした中で進

めてきました。かつらぎ町さんとしては、

町外料金の設定の際に、首長さんが集まる

ところで、こういう取り組みをしますとい

う報告をしたのみで、特にそれ以外のとこ

ろで、お互い郡内を同じ料金で使いましょ

うというところの話は、今のところござい

ませんということで、今回におきましても、

橋本市とかつらぎ町の間でまずは利用を促

進ということで、したいというお話でござ

いましたので、本市としましても、その流

れに沿いまして、今回条例を改正させてい

ただきたいということでございます。 

○委員長（堀内和久君）髙本委員。 

○委員（髙本勝次君）そしたら、高野町と

九度山町は、かつらぎ町がこういう形でな

るんですけども、知ったうえで何か入って

ないようなふうに受け取ったらいいんです

かね。何か、せっかく伊都郡の関係で一緒

に連携したらどうかなあと思うんですけど、

それもちょっとなかなかわかりにくいんで

すけど。 

○委員長（堀内和久君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）今後ですね、

もし例えば、高野町さん、九度山町さんが

大きく町内の施設で町外料金を設定して、

お互いの、橋本市、かつらぎ町含めて、そ

ういう取り組みをしていきましょうという

ことがあればですね、お話をさせていただ

くというスタンスでございますので、今回

は、かつらぎ町さんからの申し出によって、

この条例を改正させていただきたいという

ことでございます。 

○委員長（堀内和久君）よろしいですか。 

　ほかにありませんか。 

　土井委員。 

○委員（土井裕美子君）この条例を改正す

ることによって、橋本市の社会体育施設の

町外料金を取ってるところってのは大体わ

かるんですけども、逆にじゃあ、かつらぎ

町さんで橋本市民が行って恩恵を受ける施

設がどのぐらいあるのかっていうのは、お

教えていただけますか。 

○委員長（堀内和久君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）かつらぎ町

さんの相互利用対象施設というのは、スポ

ーツ施設ですけども、今６か所挙げてくれ

てございます。今後ももし、町外料金設定

する方向でいった場合、スポーツ施設につ

いては追加されるということになります。 

　参考に場所を申し上げさせていただきま

す。かつらぎ町の都市公園条例によるもの

としまして５施設あります。かつらぎ公園

テニスコート、かつらぎ公園グラウンド、

中飯降公園グラウンド、河南公園グラウン

ド、かつらぎ西部公園パークゴルフ場。か

つらぎ体育センター設置及び管理条例によ

るものが、かつらぎ体育センター、以上の

６施設となります。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　辻本委員。 

○委員（辻本　勉君）今そこ僕も聞きたか

ったんで答弁いただいたんですけれども。

そしたらね、本会議場でもちょっと話させ

てもうて、伊都郡内っていう話もさせても

うたんですが、メリットなかったらあんま

りやったところでないと思うんやけど、九

度山町と高野町、そういう施設っていうの

はどれぐらいあるんか把握しておられたら

ちょっと教えて欲しいんやけど。橋本市民

が使えそうな施設がどれぐらいあるんか教

えて欲しい。 
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　それともう一点、現状、市外でも三市協

の関係で河内長野とか、五條市は割増料金

取ってないんですけども。現状どのぐらい

河内長野市とか五條市から橋本市へ利用し

に来られとるんか。それのデータがあれば

ちょっと教えていただきたいです。 

○委員長（堀内和久君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）九度山町さ

ん、高野町さんの施設としては、特に細か

く調べたわけではないんですけど、道の駅

のところにあるテニスコートですとか、プ

ールっていうのもございますし、あと古沢

のほうに体育館とか、そういったのもある

というふうになってます。ですんで、今現

在、町外料金を設定しているところで、も

し橋本市の方が利用する場合は、もちろん

町外の料金ってなるわけなんですけども、

そちらの数字については、ちょっと九度山

町さんに確認はしておりません。 

　あと、高野町さんの施設では、ちょっと

町外料金を設定しているというふうな状況

が調べたところわかりませんでしたので、

そこはわからないという形でございます。 

　あと、河内長野市、五條市の利用状況に

ついては、少々お待ちください。すいませ

ん。そちらの二市についての数字はちょっ

と持ち合わせておりませんので、ご了承く

ださい。 

○委員長（堀内和久君）辻本委員。 

○委員（辻本　勉君）それはまた別に聞き

に行きます。それでいいです。 

　それと本会議場で市長の答弁では、もう

一回話しがあれば考えていくっていうよう

な答弁があったような気するんですけども。 

九度山町は、今聞かせていただいたらプー

ル、テニスコートとかいろいろあるみたい

なんでね。ここは、町外の利用料金設定し

とるんかしてないんか、ちょっとわからん

ので、万が一、町外の利用料金を設定して

るんであればね、もう別に向こうから言う

てくるまで待たんでもね、橋本市の市民の

ことを考えて向こうに話しをしてね、一緒

にやっぱし利用させてもらえるよう、同じ

料金で利用させてもらうっていうような形

に、僕は持っていくべきかなと思うんです

けども、その辺はどうなんでしょうか。 

　市長の意に反するわけじゃないんやけど

ね。担当部署がもっと積極的に市民のこと

を考えて進めていったるっちゅう気はない

んかな。 

○委員長（堀内和久君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）議案審議の

際、市長がご答弁させていただいたとおり、

今のところは、今回も、かつらぎ町さんか

らの申し出によりまして、この条例改正と

いうのはあげさせていただいてるところで

ございます。 

　積極的にというお話だと思うんですけど、

橋本市民が、ほかの町のですね、施設をど

れだけ使っているかというのに合わせて、

ほかの町の方が橋本市の施設をどれだけ市

外料金でご利用いただいてるかというとこ

ろの数字っていうのも調べる必要があるか

なと思います。そういったところも含めて

ですね、市長申しましたように、こちらか

ら積極的にお声掛けっていうのは、今のと

ころはないんですけど。そういう調整が入

りましたら進めていきたいなというふうに

思っております。 

○委員長（堀内和久君）辻本委員。 

○委員（辻本　勉君）あのね、市長の意に

反するって言うたら、自分等やりにくいか

もわからへんけどよ。もうちょっと積極的

によ、取り組んだって欲しいかなと思うん

やけどね。そうやろ。そのことが市民サー

ビスやんか。そやろ。市長どない言おうが

よ、担当課ちょっと調整して話し合いして

やで、市民のために向こうとも協定、同じ

ようにしていくわって言うたら、別に何も

市長反対することもないやろ。もっと前向

きに進めたって欲しいんよ。 

○委員長（堀内和久君）市長の意に反する

ことは、なかなか答弁できないと思います

ので、一応やっぱり選挙で選ばれた市長が

おられて、その方向性に基づいて公務員は

仕事してますので、思いの理念とかは、ま

た一般質問とかで、そのうえで答弁します

か。 
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　総合政策部長。 

○総合政策部長（土井加奈子君）いろいろ

ご意見いただいておるところではございま

すが、今回、かつらぎ町とのお話に至った

一番の理由が、先ほど政策企画課長がご説

明いたしましたとおり、かつらぎ町のパー

クゴルフ場に町内料金ができるという大き

なのが一点。それから、かつらぎ町の町民

の方が温水プールを、ご利用されるという

ところが一点。ここが一番大きな市民、町

民の声であります。それを汲み取って、今

回、一旦この状況で改正させていただいた

というところでございますので、ご理解い

ただきたいと思います。 

○委員長（堀内和久君）総合政策部長。 

　今言うたのは、市長の意に反することで

も前向きにいくか、いかないかの否かを、

今、辻本先生は問うとるんです。それをわ

かったうえで手挙げとるんですかっていう

の申し上げたと思うんですけど、いいです

か。 

　辻本委員。 

○委員（辻本　勉君）市長の意に反するっ

て僕は言うたけども、それは市長も、全く

反対ではないわけやしな。そうやろ。と思

うんよ、市長は。市長自ら進んでやる気は

ないやろうけども、市民のためとか考えた

らやってあげてもええという思いは、僕は

市長持っとると思うんよ。これ全く市長の

意に反してるとは僕は思ってない。市長の

その気持ちを汲んであげてね、ちょっと進

めていったらええんちゃうかなと。市長も

ね、市民のためになることやから、でしょ。

そやから、そんなもん反対する必要は僕は

ないと思うんでね。反対してるわけでもな

いと思うし。 

○委員長（堀内和久君）副市長 

○副市長（小原秀紀君）この件につきまし

ては、伊都橋本の副部長町長会、副市長町

会がありますので、定期的に会議持ってお

りますので、その場で一度協議したいと思

ってます。 

○委員長（堀内和久君）よろしいですか。 

　垣内副委員長。 

○副委員長（垣内憲一君）これものすごく

いいことやと思うんですけど、これ決まっ

た時に、市民に対してどういった周知をさ

れる予定になっておりますでしょうか。 

○委員長（堀内和久君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）条例の施行

日を令和６年４月１日というふうに予定し

ておりますので、そこに向けてですね、か

つらぎ町さんとの調整が整いましたら、す

ぐにでも、またホームページ等でですね、

ご利用、４月１日に向けて準備していきた

いというふうに思っております。 

○委員長（堀内和久君）ホームページのみ

ですか。もう一回いきますね。 

　垣内副委員長。 

○副委員長（垣内憲一君）すいません。広

報とかそういうのに載せるとか、そういっ

たこともお願いしたいと思っております。 

○委員長（堀内和久君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）申し訳ござ

いません。ホームページ、広報等で周知を

できるツールでですね、していきたいとい

うふうに思っております。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

　岡本委員。 

○委員（岡本喜好君）すいません。この政

策自体は、すごくいいことだなって私思っ

てるんですけど、サービスがあって。これ

に関する何かデメリットというか、そうい

う面っていうのがあるんでしょうか。何か

もう溢れかえって施設使えないとか、そう

いこととかも、あんまりそこのイメージ付

いてないんですけども。供用することでメ

リットはあるんですけど、デメリット面で

何か想定されるものってあるんでしょうか。 

○委員長（堀内和久君）政策企画課長。 

○政策企画課長（中岡勝則君）今ちょっと

数字的なことで申し上げますと、令和元年

ですね、コロナ前、令和４年ちょっとコロ

ナが落ち着いてきた頃の数字で、橋本市内

の施設 15 施設あるんですけども、市外料金

設置前、設置後でですね、ほとんどかつら

ぎ町民さんの利用がマイナス、減少になっ
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ておりまして。逆にそれでも、全体利用者

は増えておるということになってます。な

ので、今回、かつらぎ町さん、この傾向を

見ますと、町外料金を設定したことで、か

つらぎ町民さんの利用が減った。ただ全体

の数字は伸びているということで言います

と、メリットとしては、かつらぎ町民さん

帰ってくれば、さらに利用者が増えて収入

も増えるのかなというふうなことは考えら

れます。デメリットとしましては、その施

設が稼働率がどれだけかっていうところは、

ほぼ100で推移してるところについて、さら

に増えた場合は、市民さんの利用が若干思

っている枠で取れないとかっていうのは、

もしかしたらあるかもしれませんけど、な

かなか 100％っていうところはないかと思い

ますので、そこは今後、推移見ていきたい

なというふうに思います。 

○委員長（堀内和久君）ほかにありません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（堀内和久君）ないようですので、

質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（堀内和久君）討論がありません

ので、討論を終結いたします。 

　これより、議案第７号　橋本市立社会体

育施設設置及び管理条例等の一部を改正す

る条例について　を採決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（堀内和久君）ご異議がありませ

んので、本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

○委員長（堀内和久君）次に、議案第 10 号　

市道路線の認定について　を議題といたし

ます。 

  

３　議案第 10号　市道路線の認定について 

　本案について当局より説明を求めます。 

　都市整備課長。 

○都市整備課長（茶原正人君）皆さま、早

朝より現地調査いただき、誠にありがとう

ございます。議案第 10 号　市道路線の認定

について説明いたします。 

　議案書 65ページ。認定路線調書66ページ。

参考資料１から２ページです。路線番号

1837。路線名称は橋谷東禅寺線で、認定延

長は219.49ｍ。幅員は６ｍから13.75ｍです。

橋谷東禅寺線については、積水ハウス不動

産関西株式会社が、宅地造成工事に伴い設

置した道路です。 

　以上、市道路線の認定１路線について議

会の承認、議決を求めるものです。ご審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（堀内和久君）説明が終わりまし

た。 

　これより質疑に入ります。質疑ありませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（堀内和久君）質疑がありません

ので、質疑を終結いたします。 

　これより討論に入ります。討論する方あ

りませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（堀内和久君）討論がありません

ので、討論を終結いたします。 

　これより、議案第 10 号　市道路線の認定

について　を採決いたします。 

　本案は、原案のとおり可決すべきものと

決することにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 

○委員長（堀内和久君）ご異議がありませ

んので、本案は、原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

　以上で、本委員会に付託された案件の審

査は終わりました。 

　なお、委員長報告の作成については、私

と副委員長に一任願いたいと思います。 

　これにご異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり。） 
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○委員長（堀内和久君）ご異議がありませ

んので、私と副委員長において作成いたし

ます。 

 

 


